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卑弥呼はヒミヲと訓む(2)
吉川市 堀口 啓一

４ 卑弥呼は倭語で何と訓むのか？

卑弥呼の漢語での表音は既掲の通りであるが、漢語の表音に相応すると思われる倭語の

表音は次の表3の通りと考えている。

表3 卑弥呼の漢語表音に相応する倭語

字 卑 彌(弥) 呼
上古音 pieg - m i ĕ r - h a g - -

(ピェ) (ミェ) (ハ)

中古音 piĕ - miĕ(mbiĕ) - ho ɦo

(ピェ) (ミェ,ンビェ) (ホ) (ゥォ)

倭語 ひ ひ み み,び か こ を

呼字の上古音に相応する倭語表音を「か」と記載しているが、これは現代日本語の音読

み(漢音)では呼字をコと訓んでいる事に基づいている。呼字の中古音ホを「こ」(コ)と訓

むのであれば、上古音のハは「か」に当たるものと判断して記している。

表3では卑弥呼の漢語表音に相応する倭語表音をそれぞれ挙げたが、倭語としてまとめ

るとそれぞれ次の通りとなる。

上古音[pieg-miĕr-hag](ピェミェハ)

➡相応する倭語：ひみか

中古音[piĕ-miĕ-ho](ピェミェホ)

➡相応する倭語：ひみこ

中古音[piĕ-miĕ-ɦo](ピェミェゥォ)

➡相応する倭語：ひみを

おおよそこの辺りであろうか。相応すると思われる倭語の意味を一音ずつ紐解いて見て

行くと、次のような候補が思い付く。上代特殊仮名遣いの区分があり、甲類乙類の区分が

分かるものは[]で補記しておいた。相応する倭語の差違は語末の呼字の漢語発音のみなの

で、呼字の発音の候補はそれぞれ挙げるものとする。

・ひ：火[乙類] 緋 氷[甲類] 檜[甲] 日[甲] 樋[乙] 斐[乙] 灯 杼 梭

・み：身[乙] 海 見[甲] 深 水[甲] 三[甲] 満 御[甲] 美[甲] 回(廻) 神[乙] 霊 箕



*1
例えば「鬼道を事とし、よく衆を惑わす─謎の女王卑弥呼」設楽博己『三国志がみた倭人た

ち 魏志倭人伝の考古学』(仁藤敦史、山川出版社、2001年)。
*2
『古代は輝いていたⅠ 『風土記』にいた卑弥呼』(古田武彦、ミネルヴァ書房、2014年)。

*3
『卑弥呼は日本語を話したか 倭人語を「万葉仮名」で解読する』(安本美典、PHP研究所、1991年)。
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[乙] 実[乙]

・か：鹿 処

・こ：濃 子 児 処

・を：小 尾 苧 男 峰 丘 麻 雄 緒

倭語の一音毎に意味を掲げたが、場合によっては複数音で意味を成す倭語を使用してい

た可能性もある。その場合を考慮すると、次のようになるであろうか。

・ひみ：氷見[甲甲] 氷水[甲甲] 火見[乙甲]

・みか：甕 三日[甲-]

・みこ：巫女 神子[乙-] 美籠[甲-]

・みを：澪

漢語表音と倭語表音と日本語の音読み及び万葉仮名を比較してみると、卑字は漢語表音

はピェ、倭語表音は「ひ」、呉音・漢音はヒ、万葉仮名ではヒ甲類とされており、概ね符

合する様子が見受けられるようである。

弥字の漢語表音はミェ、倭語表音は「み」、呉音はミ、万葉仮名ではミ甲類となってお

り、これも概ね符合する。

呼字の漢語表音はハ・ホ・ゥォのいずれかであり、倭語表音は「か・こ・を」となり、

呉音はク、漢音はコ、万葉仮名はヲとなるが、大筋としてはホとゥォは近いと言えるかも

知れない。なお、『魏志』倭人伝では倭語の「こ」に当たると思われる漢字が他に存在し

ている。具体的には、次の古字が相当する。

次有斯馬國 次有已百支國 次有伊邪國 次有郡支國 次有彌奴國 次有好古都國

(『三国志』『魏志』倭人伝)

其南有狗奴國 男子爲王 其官有狗古智卑狗

(『三国志』『魏志』倭人伝)

好古都国をどのように訓むのかは何とも言えないが、狗古智卑狗の古字はコと訓まれる

事が多い
(*1)

ので、古字と呼字が共に倭語の「こ」となり重複してしまう。参考までに古字

の表音を掲げると次の表4の通りとなる。

表4 古の漢語表音

字 上古音 中古音 中世音 現代音 拼音 呉音 漢音 万葉仮名
古 k a g ｋｏ ｋｕ ｋｕ ｇǔ ク コ コ甲類(日本書紀,

(カ) (コ) (ク) (ク) (グゥ) 古事記,万葉集)

勿論重複が禁じられている訳では無いのかも知れないが、史書を編纂する際には分かり

易く統一する可能性は高いのではないか。そう考えると、古(コ)・呼(ゥォ)と使い分けた

と考えた方が自然な読解ではあろう。

呼字の漢語発音によって相応する倭語の候補がヒミカ・ヒミコ・ヒミヲと分かれるが、

どの候補でも倭語の意味は通りそうに思える。ヒミカと訓む説は存在している
(*2)

。また、

ヒミヲと訓む見解もある
(*3)

。ヒミコは現代における一般的な呼称のようだ。



*1
「卑彌呼考」『藝文』第壹年第四號(内藤湖南、京都文学会、1910年)。

*2
「倭女王卑彌呼考」『東亞之光』第五卷第六・七號(白鳥庫吉、東亜協会、1910年)。

*3
高麗朝 金富軾撰『三国史記』新羅本紀。
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他にはヒメコと訓む説もある
(*1)

。これは卑弥のピェミェをヒメと訓んでいる事になるが、

弥のミェをメと訓むのであれば卑のピェはヒでは無くヘと訓むべき(つまり卑弥呼=ヘメ

コ)であろう。漢語表音を無視した恣意的な説であるように思える。関連する説としては

ヒメミコトの略名と言う説もあるが
(*2)

、これもヒメコ説と同類である。やはりヒミカ・ヒ

ミコ・ヒミヲのいずれかが正着かと思われる。どれが正しいのかを決するのは難しいが、

判断材料はある。それは卑弥乎と言う表記である。

５ 卑弥乎は何と訓むのか？

173年(もしくは干支の計数誤認で233年)に卑弥乎と言う人物が『三国史記』
(*3)

に登場す

るが、この人物は卑弥呼と同一人物かと思われる(断定は難しいが、蓋然性は高い)。当該

の記述は次の通りとなる。

阿達羅尼師今二十年 夏五月 倭女王卑彌乎遣使來聘

(『三国史記』新羅本紀 第二 阿達羅尼師今)

乎字(および関連する呼字)の表音は表5の通りとなる。漢語の表音に相応する倭語の表

音は表6の通りとなる。

表5 呼および乎の発音

字 上古音 中古音 中世音 現代音 拼音 呉音 漢音 万葉仮名
呼 hag(ハ) ho(ホ), hu(フ) hu(フ) h ū ク コ ヲ(万葉集)

ɦo(ゥォ) (フゥ)

乎 ɦag(ゥァ) ɦo(ゥォ) hu(フ) hu(フ) h ū オ(ヲ), コ ヲ(万葉集)

(フゥ) ゴ

表6 呼および乎の漢語発音に相応する倭語

字 呼 乎
上古音 hag - - ɦag -

(ハ) (ゥァ)

中古音 - ho ɦo - ɦo

(ホ) (ゥォ) (ゥォ)

倭語 か こ を わ を

乎字の上古音はゥァ、中古音はゥォとなる。乎と呼の表音は似ているようで少し異なる

が、中世音・現代音・拼音は完全に一致しているので、上古音と中古音も非常に近似して

いたであろうと思われる様子が窺える。中古音に相応する倭語は「を」であろうと思われ

る。「を」であればヒミヲと一致する事になる。

ただし、卑弥乎が卑弥呼であるとすると何故『三国史記』に卑弥乎と記録されているの

かと言う疑問が生じる事になる。理由は、次の通りであろうか。

（ア）倭人がヒミヲと口頭で伝え、新羅(あるいは辰韓)の者が卑弥乎と漢字を当てた

（イ）倭人が文書に卑弥乎と書いた

（ウ）帯方郡等から倭へ渡った漢人(魏か東漢の官吏か)が卑弥乎と漢字を当てた

もっとも、『三国史記』が卑弥呼を卑弥乎と誤記誤写した事態も考えられるので、卑弥



*1
『卑弥呼は日本語を話したか 倭人語を「万葉仮名」で解読する』(安本美典、PHP研究所、1991年)。
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呼の訓み方を判断する根拠にはならない可能性もあるが、『三国史記』における卑弥乎の

記録はヒミヲと言う訓み方を後押ししているように思える。

６ 卑弥呼は氷澪か

『三国史記』に基くと、卑弥呼はヒミヲと訓む事になる。

もっとも、卑弥呼をヒミヲと読む安本美典氏は卑弥呼=姫王と述べておられる
(*1)

が、こ

れは非とすべきであろう。

倭人が卑弥呼を共立した際に、倭人側で漢字の王の字を選んで漢語音ワン(ɦɪuaŋ)をヲ

と聞き取って、倭語の「ひめ」に漢語の姫の字を当て、更に姫王と言う造語を拵えて「ひ

めヲ」と呼んだと言う見解らしい。倭語の名称と漢字の表音を組み合わせると言うのは、

まるで熟語を音訓組み合わせる湯桶読みの如き手法である。ところで『魏志』倭人伝には

倭人名が次の通り何人か登場するが、倭語名称と漢語を組み合わせたと思われる人名は見

当たらないのである。

・難升米

・都市牛利

・伊声耆

・掖邪拘(掖邪狗)

・卑弥弓呼

・載斯烏越(載斯と烏越か)

・壹与

そもそも卑弥呼は始めから女王として生を享けた訳では無い筈であり、一人の巫女とし

ての名(諱)が卑弥呼であった筈である。女王になってから姫王と名乗った訳では無い筈な

ので、卑弥呼=姫王と言う主張は成立しないと思われる。

私は卑弥呼は元々は巫女と言う一介の女性であり、衣服や機織や穀物で使われる名称を

使った庶民的な名であったのではないかと考えている。もしくは自然に関する名称に基づ

いているのかも知れない。具体的には杼実苧や日海峰と言った類の名称か、あるいは氷澪

であろうと考えている。杼は機織の道具もしくは栃の実の事で、苧は草の名称もしくは糸

を指し、日海峰は太陽と海と山を並べたもので、他にも漢字の当て方は色々と考えられる。

女性の名で氷澪と言うのは非常に美しい名であるように思う。(続く)

城山八幡宮と「連理木」
名古屋市 石田 泉城

名古屋生まれの作家である城山三郎は、名古屋市千種区にある城山八幡宮の付近に住ん
ち く さ

でいたことがあって、ペンネームを城山三郎にされたそうです。私が読んだ覚えのある城

山の著書は、異色の通産官僚の姿を描いた『官僚たちの夏』（1975年、新潮社）と窓際族

となった商社マンを題材にした『毎日が日曜日』（1976年、新潮社）、予備校経営者と受験

生についての生活を描いた『今日は再び来らず』（1977年、講談社）などで、どれも幸せ

な人生とは何かを考えさせる小説です。他の著書も人間の生き方を問い続けた作品ばかり

で何歳になっても興味深く読めます。

さて、城山三郎の名のもとになった城山八幡宮についてです。
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城山八幡宮は、末盛通の東側にある小高い丘陵

地にあります。

1553年に織田信勝（織田信行、勘十郎達成）が

末森城内に白山社を勧請し祭ったものが、廃城後

も近隣の人々の信仰を受けて維持され、明治時代

になってから近隣の神社と合祀されて城山八幡宮

となりました。

城山八幡宮で有名なのが「連理木」です。

城山八幡宮の境内にある「連理木」はアベマキ

の御神木であり、幹が二手に分かれてまた上方で

くっついている珍しい木であり、木目が通じた木

ということで吉兆とされ、夫婦円満、縁結びの木として信仰されています。

連理木の前には、その説明板がありますが、私が訪れた今年の６月には、その文字が経

年変化によって消えかかっておりまったく読みづらいです。数年前の説明板を読みやすく

画像加工して載せておきます。

連理木は境内にあるといっても、境内のはずれにあり、連理木のある道路は徒歩のみで

車の通行は禁止されています。

６月中旬以降は秋までフィルムが巻かれて養生されてしまいますので、６月中旬前の今

しか無いとあわてて立ち寄りました。連理木は、名古屋市内で最大の立派なアベマキで、

下鴨神社の相生社の連理木と比べてみても、太くて相当に立派だと思います。実際に見上

げると堂々としていて圧倒されます。

この連理木の周りには、板の土台が巡らされており、ぐるっと回れるようになっていま
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す。男性は伊弉諾尊にならって左から、女性は伊弉

冉尊にならって右から御神木を回り、いくつかある

赤い紙垂（しで）の中から自然に足が止まったとこ

ろでめくって「神占（かみうら）」の占いができる

ようになっています。１つの紙垂には吉兆印があり

ますが、他は白紙であり、その結果は口外厳禁です。

運が良ければ、その吉兆印が見られます。

ところで夜の城山八幡宮にも寄ってみました。わ

ずかな灯りだけでほぼ真っ暗です。車のライトをご

本殿の方に向けて照らしました。誰も居ない夜の城

山八幡宮は、より一層

神秘的な感じがしまし

た。

愛知サマーセミナーの公開講座の状況報告

1 概要

令和７年６月19日（土）13：10～14：30に開催した愛知サマーセミナーのゼミでは、「神

話の世界」（石田泉城）、「『古事記』の国生み神話の謎」（田沢正晴）の二本立てでお話し

しました。

学生が20名で一般が10名の計30名の出席があり、多くの質問が寄せられるとともに数人

の参加者からは長文の感想文をいただき、神話についての関心の高さが感じられました。

特に女子高生の参加が多く熱心に聴いてもらえたので、来年も「神話」をテーマにした

ゼミが有意義ではないかと思います。
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２ 質問

２つの話の終了後に質問の時間を設けました。数例を挙げると以下のとおりです。

・出雲神話を否定する学者の考えの根拠は何か。

・四隅突出型墳丘墓は他の地域では存在しないのか。

・草薙剣が伊勢神宮ではなく熱田神宮にあるのはどうしてか。

・吉野ヶ里遺跡の発見では邪馬台国だとの話があったが妻木晩田遺跡ではどうか。

・淡路島から１基も前方後円墳が発見されていないことについて講師の見解はどうか。

・このところ任那について言われなくなったのはどうしてか。

・朝鮮半島には縄文・弥生土器や前方後円墳が見られるが講師の見解はどうか。

３ 感想文

いただいた感想文の中から、いくつかご紹介します。

・（高校１年生）

古代史というものは、漠然と難しいものとして自分から遠ざけていましたが、物語を見

ているようでとても面白かったです。神話はおとぎ話だから否定的な研究者も肯定的な研

究者もいると知りました。

私はこの神話が本当にある話なのか分かりませんが、とても興味が湧いたので実際に島

根に行って出雲に訪れてみたいと思いました。本当か本当でないかは分からなくても、今

から1000年以上前の記録（物語）に深く関わりがあるものを実際に肌で感じることが出来

ると言うことにどうしようもなくロマンを感じてしまいます。神話に符合する遺跡がある

ことに興味も湧きました。

1372年に写本された古事記は国宝になっており、歴史を感じられる書物は国の宝なんだ

と思いました。イザナミ、イザナギという名前は知っていたものの、何をしたとされてい

るのか、いつの人なのかなど、知らないことだらけだったので、この講座を通して色々な

ことが知られて良かったです。古事記の「大八島」から、この時代に見つかっていた島は

この８つで、沖縄や北海道はなく、人間が移り住んでいく順番のようなものを感じました。

教科書で教わったものをそのまま受け取らず、疑問を見つけ自分なりの解釈を深めるこ

とでより学びが深まって楽しかったです。

・（高校１年生）

ヤマタノオロチという言葉は聞いたことがあるが、実際の話は知らなかったので、出て

くる人や言葉がとても新鮮でした。また熱田神宮にヤマタノオロチから出てきた剣がある

と聞きとても身近に感じました。実在として残っているものが話に出てきたり関連してい

たり私が勝手に持っていたイメージとは全然違っていて、やはり教科書では学べないもの

がたくさんあるんだと感じました。神話ひとつとっても日本の様々な遺跡・遺物が符号し

ていて、遺跡を訪れる際に神話とすりあわせて想像を膨らませて楽しむことが出来ると思

いました。

「国生み」神話については、イザナギとイザナミという神様の名前は社会の授業で何と

なく出てきたのを覚えていましたが、こんなにおもしろい話だとは思わず、難しく感じて

いました。ですが、わかりやすい例えや図で今の場所の名前などが出てくることでつなが

りを感じ、現代の小説などとはまた違う楽しさが読んでて出てくるだろうなと思いました。

・（中学２年生）

私は中二なので今回の話は知らないことばかりでとても面白かったです。教科書に埋も

れている歴史ってあるんだなって思いました。

仮説を聞いていると加耶から日本まで一本道になっていてすっきりって感じました。古
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代にも「こおろこおろ」とかオノマトペがあって可愛いと思いました。オノマトペとか恋

とか古代人って意外に面白い人たちだなって思いました。

絵が上手で、どちらも難しい感じなのにわかりやすく説明してくれました。

淡路島ってたまねぎのイメージしかなかったけど海人族がいたりとか船頭にきてたりと

か前方後円墳が全くなかったりとか知らないことばかりでビックリしました。

４ 使用した資料

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■ 前回の会報の目次と話題
・神話の世界 名古屋市 石田泉城
・『古事記』の国生み神話の謎

名古屋市 田沢正晴
・日向神話の舞台を探る 東海市 大島秀雄
・卑弥呼はヒミヲと読む(1)吉川市 堀口啓一
・大社造り 名古屋市 石田泉城

■ 例会の予定
１ 日時 令和７年８月１０日(日)１３時半
２ 場所 名古屋市市政資料館 第４会議室
３ 次々回以降の予定

9/21、10/18、11/16、12/13、1/17

■ 投稿締切り日 ８月３０日(土)
送付先 toukaikodai＠yahoo.co.jp 石田


